
会員交流委員会　事業計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副理事長：鈴　木　辰太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常任理事：武　田　靖　裕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長：吉　田　栄　寛
【委員会主旨】
豊かな自然と四季が織り成す美しく彩られた環風景、人と人とが交流し積み重ねてきた文化、利他の精神が根付き脈々と受け継がれてきた歴史あるまちやまがた。近年、経済政策による未来への期待が高まりながらも、地域の元気を充分に感じるには至っておりません。私たちは、元気で魅力溢れる山形を見据え、先輩諸兄が創り上げてきた、市民、行政、関係諸団体との絆を強め、笑顔で元気漲るオール山形ＪＣを創造しなければなりません。
まずは、先輩諸兄、関係諸団体や行政と共に、山形ＪＣの誇りと責任感を持って団結し挑戦する姿勢を発信するために、格式高い新春賀詞交歓会式典を開催します。そして、新年を迎えられたことへの感謝を込め、歓びを分かち合うために、新春賀詞交歓会祝賀会を開催します。また、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会に向けて、メンバー同士が決起し気持ちと機運を盛り上げられるよう手と手を取り合い、心を繋ぎ一致団結し、大会の大成功を確実なものとするために、メンバーの情熱と志が漲り笑顔溢れる総決起集会を行います。さらに、日本ＪＣじゃがいもクラブへの感謝を表し、友情と修練の場を通して礼儀やマナーを学び、ご支援とご指導を賜るために、日本ＪＣじゃがいもクラブへの支援活動を行います。そして、人とのかかわりに感謝し、自発的に踏み出し学びを得るために、山形ＪＣじゃがいもクラブへの支援活動を行います。また、歴史を紡ぎ続けた先輩諸兄からの支えの中で今があることを深く理解し、更なる繋がりを創造して感謝を伝えるために、これまで歩んできた歴史を振り返り、着実な未来への一歩を繋げられるシニアとの交流会を行います。
　笑顔と感謝の気持ちを大切に、顔と顔が向き合う交流で新たな絆を強め、喜びの分かち合いにより、共感の輪を拡げ、情熱と志を持った仲間と互いを高め合う関係を築くことで、個人と組織が融合した、笑顔で元気漲る「魅力溢れるＹＡＭＡＧＡＴＡ」を実現します。
　
【常任理事意見】

賀詞交歓会式典並びに祝賀会から始まり、六月、九月と三つの例会を担当し、一年間を通して、メンバー全員の足並みを揃えて、笑顔が出る活動が出来るよう注力し、またシニアとの交流を通して、オールやまがたＪＣで元気が創造出来る組織を構築して参ります。
